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２０１０年 愛知県農業総合試験場の１０大成果

東三河農業研究所

平成２２年度、知多地域を中心に普及し、約3.2ha作付けされ150万本程度が出荷さ
れました。今年の夏は猛暑となり、一般的に一輪ギクの出荷量が不安定でしたが、「愛

知夏黄２号（仮称）」は安定して計画通りに出荷ができました。また非常に日持ち性が

良い点で出荷先市場の評価も高く、有利に販売ができたことから、導入農家の経営安定

に大いに貢献しました。

成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

６～９月は、盆（７月、８月）、彼岸（９月）の個人需要の高まりもあり、一輪ギク

の需要の多い時期ですが、高温や長日の時期は開花が不揃いになりやすく、計画出荷が

難しいため、生産者からこの時期に開花が揃う黄色の新品種の育成が強く要望されまし

た。

農業総合試験場東三河農業研究所では、愛知県花き温室園芸組合連合会きく部会と共

同で、平成１６年度から新品種の開発に取り組み、このたび生産者の要望にかなう優れ

た特性を多く持つ「愛知夏黄２号（仮称）」を開発しました。

新品種の特徴

・立ち葉で茎葉のバランスが良く、仏花等個人需要に適した草姿で、花色は艶やかな明

黄色で花型も整っています（写真１）。

・６～９月開花の作付けに適する夏秋系黄色一輪ギク品種です。従来品種より高温や長

日による開花の不揃いが低下が少なく、計画的に出荷できます。

・収穫後の葉傷みが少なく、切り花の輸送性、貯蔵性が優れます。従来品種より切り花

を長く観賞できます（図１）。

・生育が旺盛で茎の伸長が良く、無側枝性品種であり摘芽、摘蕾労力が削減できます。

図１「愛知夏黄２号（仮称）」 図２「愛知夏黄２号」切り花の日持ち日数
（観賞可能日数）
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－開花揃いと日持ちが良く計画的に出荷できます－


